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▼ 2012 年 2 月４日発送開始

（　　　部）　インターネット・デモクラシー　拡大する公共空間と代議制のゆくえ  ド ミ ニ ク・ カ ル ド ン●0122-6　￥1800　★ 2 月４日発送予定

▼ 2011 年 12 月の新刊　好調です！

（　　　部）　哲学の現場　日本で考えるということ　　　　　　　  末木文美士● 0119-6　￥2200　☆ 12 月 25 日発送開始済
（　　　部）　人類の宗教の歴史　９大潮流の誕生・本質・将来　 Ｆ・ルノワール● 0120-2　￥3400　☆ 12 月 25 日発送開始済

▼池田晶子の本

（　　　部）　14 歳からの哲学　考えることの教科書　　池田晶子○ 14-1　￥1200　2003/03 刊・25 刷（累計 37 万部）
（　　　部）　人生のほんとう　　　　　　　　　　　　  池田晶子○ 40-0　￥1200　2006/06 刊・   6 刷（累計 3.8 万部）
（　　　部）　あたりまえなことばかり                                       池田晶子○ 13-4　￥1800　2003/03 刊・16 刷（累計 2.9 万部）
（　　　部）　リマーク 1997-2007                                                池田晶子○ 53-0　￥1800　2007/07 刊
（　　　部）　事象そのものへ！ [ 新装復刊 ]	                池田晶子○ 78-3　￥1800　2010/02 刊
（　　　部）　魂とは何か　さて死んだのは誰なのか　　  池田晶子○ 73-8　￥1500　2009/02 刊・ ２刷（累計 1.5 万部）

哲学の現場　日本で考えるということ　

末木文美士著
46 判上製・234 頁・本体 2200 円
日本の近代思想を土台として新しい哲学の旅へ。「本書を書くためにこれまでの
僕のすべての研究生活があり、もっと強く言えば、本書のために僕はこれまで
生かされてきたと言ってもよい」（末木文美士）。

人類の宗教の歴史 ９大潮流の誕生・本質・将来

フレデリック・ルノワール著　今枝由郎訳
46 判上製・353 頁・本体 3200 円
世界三大宗教から、ヒンドゥー教、ゾロアスター教、ユダヤ教、中国思想、ギリシャ
哲学、現代のアニミズムまで、人間社会の信仰と儀礼の歴史を、ときに通説を
覆しつつ壮大なスケールで描く、画期的な世界宗教史の誕生。

インターネット・デモクラシー　拡大する公共空間と代議制のゆくえ
ドミニク・カルドン著　林香里訳　林昌宏訳
46 判上製・187 頁・本体 1800 円　（初刷 2500 部）
自由と平等の実践様式を変え、公私の領域を組み換え、旧来のマスメディアを追いつめるウェブ。
現実の社会で排除されてきた発言や表現は、はたして世界をどう変えるのか。
一方的な礼賛や批判ではなく、細かな技術的知識も用いず、いま世界規模で進行する実験の意味と、
そこに潜む落とし穴を平易な言葉で説く。

〈目次より〉代議制民主主義の対案になるか／カウンター・カルチャーと軍事技術／急激な大衆化と理想の変容／公
共圏とは何か／ ｢アマチュア｣ の登場／ ｢まず公開、次に選別｣ ／公私の断絶から連続へ／薄暗がりのウェブ／ブロ
グからフェイスブックへ／自己をつくり出しながら公開する／メーターで測る「友人」競争／おしゃべりが大規模な
デモに／インターネットはどのような政治形態をつくるか／キーワードは「自己組織化」／平等の前提とクリックと
いう参加形式／緩やかなつながりが大きな運動に／参加型から協働型の民主主義へ／ウィキペディアの革新性／合意
形式とその危うさ／政党のサイトはなぜうまくいかないか／ ｢代表者による政治｣ からの脱出／インターネットと民
主主義を脅かすもの／訳者あとがき　林昌宏／解説　林香里
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4 日発送

［著者］ドミニク・カルドン（Dominique Cardon）1965 年生まれ。社会学者。パリ政治学院卒。フランステレコムのグループ会社オレンジの調査・開発研究所研究員。
新たなテクノロジーが文化とメディアおよぼす影響、特に公共空間の変化によるアイデンティティ形成、アマチュアの自己組織化、共同体のガバナンス形式などを研
究。著書は他に『メディア・アクティヴィスト』（共著）、『インターネットとソーシャルネットワーク―政治と社会について―』（共に未訳）など多数。

［訳者］林　香里（はやし　かおり）
1963 年、名古屋市生まれ。ロイター通信東京支局記者、東京大学社会情報研究所助手、ドイツ、バンベルク大学客員研究員 ( フンボルト財団 ) を経て、現在、東京
大学大学院情報学環教授。専門はジャーナリズム／マスメディア研究。主要著書、『〈オンナ・コドモ〉のジャーナリズム―ケアの倫理とともに―』（岩波書店）、『マ
スメディアの周縁―ジャーナリズムの核心―』（新曜社）。


